
武雄市農業再生協議会水田フル活用ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題 

当地域においては、基幹作物である米、麦、大豆を中心に、きゅうり、いちご、チン

ゲンサイ等の施設園芸及び畜産との複合経営が展開されている。農家戸数については

1,493 戸（うち専業農家 102 戸、兼業農家 480 戸、自給的農家 911 戸、集落営農構成員

は除く）、農業従事者数は 1,738人（うち 65歳未満 1,408人、65歳以上 330人）となっ

ており、農家数の減少と従事者の高齢化が進んでいる。また、経営規模が零細な農家が

多く、兼業農家が総農家数の 90％を占めている。 

農業生産の基礎となる基盤整備については、昭和 45年から開始され市内全域で県営圃

場整備事業や鉱害復旧による圃場整備事業等が行われ、水田面積の 70％を超える

2,103ha が完了している。このような中、基盤整備済みの平坦地域は、収益性の高い土

地利用型農業を確立するため、需要に応じた良質の米、麦、大豆の計画的生産や人・農

地プランに基づく集落営農組織等の担い手の発展方向性を整理し、農地集積に向けた取

組に努めていく。一方、中山間地域では谷地田等の地理的要因や生産性の低さ、後継者

不足等により耕作放棄地が増加し水田の荒廃が進んでいる中、地域の特性に応じた作物

の生産を推進し、耕作放棄地の発生防止や水源涵養、洪水防止、景観形成等水田の持つ

多面的機能の発揮に努めていく。 

なお、将来において、多様な水田営農の展開のために必要となる圃場の排水対策等必

要な基盤づくりを地域の実情に応じて整備していくと同時に、近年は不作付地が増加傾

向にあることから、26 年度からは「日本型直接支払制度」を活用し、地域ぐるみで農用

地の保全管理に取り組む。土地改良施設の維持管理に当たっては、今後の水田営農の展

開に支障を来たすことなく、公益的な機能が十分発揮できるよう適切に管理していく。 

また、水田の高度利用のため、裏作の振興に努めることで、より一層の水田フル活用

の取組を進めるとともに、稲わら、麦わらについては、土づくりのための有効な資源と

なることから、環境にやさしい水田農業の推進のため積極的にその有効活用に努める。 

 

 

２ 作物ごとの取組方針 

水田を有効活用して作物の需要に応じた生産拡大を推進することとし、基幹作物の水

稲、麦、大豆を中心にたまねぎ等の生産拡大を図る。 

米の需要に応じた生産については、転作の基幹作物である大豆を主体に団地化を図る

ことで、作付面積の拡大と収量・品質の安定化を推進していく。また、水稲以外の作付

けが難しい地域については、加工用米の生産を中心に誘導しながら、アスパラガス等の

施設園芸や玉ねぎや高菜等の露地野菜の振興にも取り組むこととする。 

なお、各作物については、次のとおり振興していく。 

 

（１）主食用米 

当地域においては、生産数量目標に即した作付けの推進を図っており、25 年産の

作付実績については、「夢しずく」が 657ha、「ヒノヒカリ」が 348ha、「さがびより」

が 370ha、「ヒヨクモチ」が 109haとなっている。 

今後も引き続き品種別の需給動向に応じた計画的な米生産を進め、消費者が求める

良食味の売れる米づくりを振興していく。 



（２）非主食用米 

  ア WCS 用稲 

平成 25 年産の作付実績が 77ha となっている WCS 用稲については、地元の畜

産農家と耕種農家との耕畜連携による需要に応じた生産に努め、栽培にあたって

は、地域での十分な話し合いのもと、大豆のブロックローテーション等の妨げな

いように留意するとともに、病害虫・除草管理等の適切な管理を徹底する。 

 

イ 飼料用米 

飼料用米については、栽培技術の確立に加え、主食用米への混入防止など、生

産・加工・流通・利用にわたる各種の課題を解決する必要があり、平成 26年産で

一部の取組計画（約１ha）はあるものの、直ちに多くの面積を取り組める状況に

ない。このため、当面は情報の収集に努めつつ、転作作物としての飼料用米の可

能性について検証を進める。なお、作付けにあたっては低コスト生産を促すため、

高性能機械（無人ヘリコプターや乗用管理機）による共同防除の取組に対して産

地交付金から支援を行う。 

 

ウ 加工用米 

平成 25年産の作付実績が９haとなっている加工用米については、大豆等の作付

けが困難な圃場や中山間地域における保全管理水田等の不作付地を中心に、積極的

に推進し、目標年の平成 28年には約 45haへ拡大する。なお、作付拡大にあたって

は圃場の集約化と低コスト生産を同時に促すため、高性能機械（無人ヘリコプター

や乗用管理機）による共同防除の取組に対して産地交付金から支援を行う。また、

実需者との安定取引を行うため、複数年契約の取組についても追加支援を行う。 

 

（３）麦、大豆、飼料作物 

麦については、水田の高度利用を図り実需者が求める高品質な麦の生産を振興して

いく。また、麦わらの有効活用に向けた取組に対しては、産地交付金を活用して引き

続き支援を行う。 

大豆については、転作の基幹作物として作付けの拡大に努め、産地交付金を活用し

ながら不耕起播種技術や共同防除に加え、担い手による作付けの集約化を重点的に支

援し、生産性及び品質の向上を図りながら、集約面積を現在の 521haから目標年の

平成 28年には 550haへ拡大していく。 

飼料作物については、自給率の向上を目指し、安定供給へ向けた生産の向上と、耕

畜連携による作付けを振興し、産地交付金を活用しながら、担い手による作付けを現

状の 47haから目標年の平成 28年も 50haと現状維持に努める。 

 

（４）野菜等 

産地交付金を活用しながら、出荷・販売を目的とした施設園芸及び露地野菜・花卉

等の振興を図ることで、生産量の確保と品質の向上を努める。また、産地交付金を活

用しながら地域重点振興作物として「玉葱」、「高菜」の現状作付面積 40ha（玉葱 35ha、

高菜 5.0ha）を目標年の平成 28年には 45ha（玉葱 38ha、高菜 7ha）へ拡大を図る。 

 

（５）景観形成作物・地力増進作物 

 景観形成作物については、平成 25年度においても不作付地の解消に向け 5.6haの

作付けがなされており、今後も産地交付金を活用して不作付地を中心に作付の誘導を

行う。 



 地力増進作物については、山間地等における水田の地力増進の観点から、同一圃場

での取組を最長３年間とした上で産地交付金による支援を行い、その後の戦略作物等

の作付誘導に向けた取組を行う。 

 

（６）不作付地の解消 

基盤整備未整備田を中心に、不作付が増加傾向にあるなか、中山間地域においては、

イノシシ等の獣害の要因となっている。これらの不作付（平成 25年:173ha）の解消

に向け、加工用米等の非主食用米への作付誘導や景観形成作物等の推進を行い、農地

の維持管理に努める。高齢化等による耕作放棄の拡大防止のため、不作付地の改善計

画をもとに人・農地プランにおいて地域の「中心となる経営体」に集積される農地と

して位置づけられた農地の約３割に関しては、担い手への農地集約を進め、不作付地

の解消に努める。 

 

 

３ 作物ごとの作付予定面積 

作物 平成 25 年度の作付面積 

（ha） 

平成 26 年度の作付予定面積 

（ha） 

平成 28 年度の目標作付面積 

（ha） 

主食用米 １，５０８ １，４６２ １，４２２ 

飼料用米 ０ １ １ 

米粉用米 ０ ０ ０ 

WCS 用稲 ７７ ８５ ７０ 

加工用米 ９ ２０ ４５ 

備蓄米 ０ ０ ０ 

麦 ９０６ ９３０ ９５０ 

大豆 ５２９ ５５２ ５６０ 

飼料作物 ５２ ５０ ５０ 

そば １ １ １ 

なたね ０ ０ ０ 

その他地域振興作物 ９９．６ ９９．３ １０５．５ 

 野菜 

・たまねぎ 

・高菜 

・きゅうり 

・いちご 

・ﾁﾝｹﾞﾝｻｲ 

・ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ 

・ゴーヤ 

花卉 

雑穀 

景観形成作物 

地力増進作物 

６７．３ 

３５ 

５ 

６．８ 

５．６ 

６．６ 

５．０ 

２．１ 

１．９ 

１．８ 

５．６ 

２．７ 

７０．７ 

３５ 

５ 

７．１ 

５．８ 

６．２ 

５．３ 

２．１ 

２．７ 

２．９ 

５．１ 

３．３ 

８０．０ 

３８ 

７ 

７．１ 

５．８ 

６．２ 

６．０ 

２．５ 

１．９ 

１．５ 

５．０ 

３．０ 

 

 



４ 平成 28 年度に向けた取組及び目標 

取組 

番号 
対象作物 取組 

分類 

※ 
指標 

平成 25 年度 

（現状値） 

平成 26 年度 

（予定） 

平成 28 年度 

（目標値） 

１ 大豆・飼料

作物 

担い手への作付

集約 

ア 
実施面積 ５６８ha ５７５ha ６００ha 

２ 
玉葱・高菜 

地域重点振興作

物の作付拡大 

ウ 
実施面積 ４０ha ４０ha ４５ha 

※「分類」欄については、要綱（別紙 11）の２（５）のア、イ、ウのいずれに該当するか記入して下さい。

（複数該当する場合には、ア、イ、ウのうち主たる取組の記号をいずれか 1 つ記入して下さい。） 

ア 農業・農村の所得増加につながる作物生産の取組 

  イ 生産性向上等、低コスト化に取り組む作物生産の取組 

  ウ 地域特産品など、ニーズの高い産品の産地化を図るための取組を行いながら付加価値の高い作物

を生産する取組 

 

 

 


